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事後評価の説明概要

１．事業概要

２．事業の効果（直接効果）

３．事業の効果（間接効果）

４．事業で配慮した事項

５．その他の取組み事項

６．評価結果及び対応方針（案）
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●一般国道９号江津道路は、島根県　江津市から浜田市に至る14.5kmの一般有料道
　路であり、国土交通省との合併施行により整備。

●今回の評価区間である江津道路は、浜田道と一体となって島根県はもとより山陰
　地方の自動車専用道路ネットワークの一部を担い、地域経済の活性化、地域の交
　流拡大に大きく貢献することが期待されている。

事後評価対象区間
（江津道路）
14.5km

１．事業概要
　①江津道路の計画概要
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　②事業の概要

●事業方式（江津道路）

　一般道路事業と有料道路事業の合併施行

●事業の経緯（江津道路）
　事業化（国土交通省） 　平成元年度

　有料道路事業許可　　
平成１２年１２月　　工事着手　　　　　成１４年１１
月
　開通　　　　　　 　　平成１５年　９月

　有料道路事業許可　　平成１２年１２月
　　工事着手　　　　　平成１４年１１月

●事業の経緯（浜田JCT）【参考】
整備計画 　　　　　 平成１０年１２月

　施行命令　　　　　　平成１１年１２月
　実施計画　　　　　　平成１２年　１月
　開通　　　　　　　　平成１５年　９月

●事業期間
　１５年→１４年６ヶ月（▲６ヶ月）

●事業費
　５５８億円→５５３億円（▲５億円）
　　　　　　　〔３８億円／ｋｍ〕
　（うち、有料道路事業費
　　　４０億円→３３億円（▲７億円））

事後評価対象区間
（江津道路）
14.5km
暫定２車線
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資料：道路交通センサス

(30,776)

○並行する国道の交通量に大きな変化はなく、交通量の分散が図られたと
　は言えない。

断面A

断面B

断面C

２．事業の効果（直接効果）

　①周辺道路の交通量の変化
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●

●　推計値（H16）

○開通翌年度（平成16年度）以降の日平均交通量は概ね2,000台/日で、推
　移している。

　②交通量の推移

【①社会実験概要】
H16.11.1～H16.11.15：定額100円
H16.11.16～H17.1.31：50％OFF
浜田～江津（全車・終日）

【時間帯割引開始】
通勤割引、深夜割引
H18.10.31～

【②社会実験概要】
H19.8.20～継続中：30％OFF
浜田～江津（平日夕方）

資料：NEXCO西日本データ
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《①社会実験概要》

対象道路：浜田道、江津道路（広島方面からの江津利用は不可）
実験目的：沿道（国道９号）の環境改善（騒音）を図ると共に、
　　　　　江津道路の利便性を再認識する
実験期間及び割引率：（Ⅰ）Ｈ16.11.1～15（定額100円）
　　　　　　　　　　（Ⅱ）Ｈ16.11.16～Ｈ017.1.31（最大50％割）
適用時間及び車種：終日、全車種

国道９号の渋滞長及び所要時間（浜田～江津間）
（国道９号国府畳ヶ浦交差点）

社会実験による分担交通量の変化（平日）
（浜田J～浜田東間）

約3倍

渋滞長　　　 53％減少
所要時間　　39％短縮

資料：社会実験協議会資料

渋滞長　 　　74％減少
所要時間　　38％短縮

国道９号 江津道路

○交通量は定額100円（約80％割）で約３倍、最大50％割で約２倍と一般道
　からの転換が図られた。
○一般道の沿道状況としては、渋滞長が５割以上減少し、ピーク時の所要
時間も約４割短縮され、改善が図られた。

　②交通量の推移（社会実験結果）

約2倍

国道９号
国府畳ヶ浦交差点付近

江津

200
400
550
江津

200
350
江津西

300
浜田東浜田

江津西
浜田東
浜田

現行料金表　（普通車）
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開通前
（国道９号経由）

２４分

開通後
（高速道路経由）

１８分

資料：各年道路時刻表
　　　　道路交通センサス

並行する一般国道９号と江津道路の旅行
速度の変化

15km/h
向上

（㎞/h）

○江津市から浜田市までの所要時間は、約6分の時間短縮（24分→18分）。
○旅行速度は、15km/h向上（51km/h→66km/h）。

資料：道路時刻表

　③所要時間短縮効果（旅行速度向上）

★

★
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○国道9号の事故件数は、江津道路開通前後で約2割減少（72件→59件）。

○国道9号及び江津道路・江津ＢＰの死傷事故率は17件/億台㌔減少。

資料：事故統合データベース

　《一般国道と高速道路を合わせた死傷事故率》
[死傷事故件数／交通量]

　④交通事故減少

走行台キロとは：自動車の走行距離の総和
　　　　　　　　　　　（各区間距離とその区間の交通量を乗じた各区間を足し合わせた総数）

※事故件数には区間交通量だけでなく自動車の走行距離による要因も含まれるため、
　交通量は走行台キロによるものとしている。

開通前：H12～14平均
開通後：H16～18平均

約2割減少
（17件/億台㌔減少）

約２割減少

　《死傷事故件数》

資料：事故統合データベース
　　　NEXCO西日本データ
　　　道路交通センサス
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788　億円

32　億円

68　億円

688　億円

便　　益

（現在価値：H20）

走行時間短縮便益

計

交通事故減少便益

走行経費減少便益

780　億円

93　億円

687　億円

計

維持管理費

事業費費　　用

（現在価値：H20）

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、１．０。

費用便益比　Ｂ/Ｃ＝　１．０

　⑤費用便益分析結果

費用便益分析マニュアル（Ｈ２０．１１　国土交通省道路局都市・地域整備局）に基づき算定

注１）費用及び便益額は整数止めとする。

注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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資料：浜田河川国道事務所取りまとめ資料

○代替ルートの確保により利用者の信頼性が向上。
事故事例では、高速道路の利用で、約７分の時間短縮が図られた。

事故発生現場

江津道路（浜田JCT～浜田東IC） 利用交通量の比較（朝：
６～９時での上下３時間交通量）

Ａ

Ｂ

３．事業の効果（間接効果）

　①事故・災害時の代替路線の確保

50

254

509

9月30日 10月1日

通常時 事故当日
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180台

640台
460台転換

【並行する一般国道９号での事故例（H15.10.1）】
●交通規制　⇒　全面通行止め ： 6:30～7:40 、片側通行止め ： 7:40～8:30 

●事故現場の国道9号は、朝6～9時の時間帯に通常 約３，７００台が利用

●通行止めにより約４６０台（約１３％）が江津道路に転換したものと想定。

１５分

８分
（約７分短縮）

所要時間

9.8km

7.7km

距離

県254はまだリゾート線
　　　～県50田所国府線

県254はまだリゾート線
　　　～江津道路・浜田道

迂回ルート

所要時間：Ｈ17道路交通センサス
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　②主要観光施設への影響

○シロイルカのバブルリング効果も含め、交通量も増加傾向。
○石見銀山効果により、江津ICの出入交通量が顕著に増加。（12％増加）

アクアス（県立しまね海洋館）
（H12開館）
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（H19.7世界遺産登録）

463
421

391 379
417

504

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H14 H15 H16 H17 H18 H19

入
込
客
数

（
千
人

）

しまね海洋館（アクアス）

36 40 43 57
95

410

714

400
340318310290

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H14 H15 H16 H17 H18 H19

入
込
客
数

（
千
人

）

（石見銀山龍源寺間歩）

石見銀山

【浜田東IC】出入交通量
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アクアス入込客数推移【H14～H19】
石見銀山入込客数推移【H14～H19】

【江津IC】出入交通量
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12資料：各年道路時刻表、Ｈ11・Ｈ17道路交通センサス

○評価対象区間の開通により、病院間の転院搬送時間が短縮した。

　（済生会江津総合病院⇔浜田医療センターで約６分短縮（25分→19分））
○緊急搬送については、100％江津道路を利用している。

　③救急医療活動の支援

◆消防署職員の声

緊急輸送、火災時の出動については、

100%江津道路を利用している。
高齢化の影響で、全国的にも救急搬送
の件数は増加傾向であり、救急搬送に
おける高速道路の重要性は高い。

◆済生会江津総合病院職員の声

脳外科は浜田医療センターに病人
を搬送している。
特に頭の疾患の場合、早期治療が
必要であり、江津道路の利用により

10分程度搬送時間が短縮
されることによる医療効果は非常
に大きい。浜田医療センター

（三次医療施設）

済生会江津総合病院
（二次医療施設）

東部方面への転院搬送（浜田市⇒
済生会江津総合病院・島根県立中央病院）
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済生会江津総合病院⇔
浜田医療センター

開通前（国道９号経由）：

　　　　　約25分
　　　　　　　↓
開通後（江津道路経由）：

　　　　　約19分

約 6分の
短縮
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県道整備区間

開通区間
（Ｈ１９．９供用）

江津工業団地

江津ＩＣ

江津道路

県道浅利渡津線

江津バイパス
（H５．３供用）

9

9

261
302

9

302

計画路線

事業中

資料：島根県HP、江津市役所資料

　④地域まちづくりの支援（江津工業団地）

用地概要（分譲開始：昭和59年度）

総面積　　　　　　：74.8ha
分譲可能面積 　：36.0ha（第Ⅰ期）
分譲済面積　　　：13.5ha

○江津道路の開通により江津工業団地への企業誘致交渉が増加。

○島根県は、江津工業団地への企業誘致、広域交通体系の早期整備に向け
　て、浅利～江津間を県道として当面活用するものとして整備

江津道路等の高規格道路網の整備と、江の川の
良質で豊かな水で、現在数社と、江津工業団地
への企業誘致交渉を行っている。

　　　　　　　　（江津市役所ヒアリングより）
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　④地域まちづくりの支援(江津中央拠点地区の整備)

資料：江津市役所資料

シビックセンターゾーン
（創造の街）

江津駅周辺
（再生の街）

江津本町地区
（継承の街）

JR江津駅

国道９号

江津バイパス

江津道路

済生会江津総合病院

駅前再生地区

江津保育所

江津ＩＣ

ゾーンアクセス道

天領江津本町甍街道
（旧山陰道）

○江津市は、第５次総合振興計画（H19～H28)を策定し、江津道路をアクセ
　ス道として活用する取組みを始めている。

【創造の街】
病院、保育所、住居等の公共
施設を集約した街づくり

【再生の街】
集客の拠点を目指した江津駅
周辺整備

【継承の街】
古い街並を整備し観光地として
の街づくり
（夢街道ルネサンス：H15認定）
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　④地域まちづくりの支援（観光ﾈｯﾄﾜｰｸの構築）

資料：島根県HP、浜田市、江津市役所提供

○アクアスと良質の温泉宿を結ぶ観光ルートの連携強化のため 「アクア
　ス三湯めぐり促進協議会（浜田市・江津市・観光協会・民間企業）」を
　設置し、県道改良を推進中。
○地域の伝統芸能である「石見神楽」を温泉地で毎日上演するなど、集客
　に向けて地域一体となった企画の実施と効果検証。

【アクアス】

【有福温泉】

【美又温泉】

【旭温泉】
『石見神楽』
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境港

浜田港

三隅港

　⑤山陰道の整備を前提とした地域の期待・取組み

○浜田港と境港港などを高規格道路で連結することにより、広域的な物流
　合理化、活性化に向けた検討が必要。また、空港と高規格道路を利用し
　た、広域的な「周遊型」・「観光型」・「滞在型」の新たな観光ﾙｰﾄ・商
　品開発などの提供を検討中。
○山陰の生命線である一般国道９号に併走する高規格道路網の整備により、
　事故・災害等の輸送路の確保が可能となり、住民の安定した生活の確保
　に期待がかかる。

浜田港貿易額推移【H13～H19】

3,258 3,782 3,565
5,612 4,597 5,641

8,7821,498 1,217 1,730

3,559 6,051
7,732

11,647
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（百万円）

輸出

輸入

輸送用機器
（主に中古車）

約95％

【品目別】

【相手国別】

ロシア
約9６％

H19輸出品目・相手国別比率
出雲・松江
エリア大田

エリア

浜田・江津
エリア

津和野・益田
エリア

資料：浜田港振興会資料

萩・石見空港

出雲空港

国道9号

空港と道路を利用し
た新たな観光・物流
ルートの形成
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４．事業で配慮した事項

　環境への配慮

○地域特性の樹木を生かして、各ゾーンを設定して植樹を実施し、景観環
　境との調和を図った。

江津ICのクロマツ植栽 道路沿いのクロマツ植栽（江津西IC）

石見地方は、柿本　人麻呂のゆかりの地であり、「万葉の道」をテーマ
に万葉集の歌に詠われた植物を主体に植樹を実施。

かきのもとひとまろ

【地域の特性を活かした植樹計画基本方針】
○地域の典型的な植樹とする
○整備されるのり面に成立可能な植樹とする
○整備されるのり面周辺の植生に配慮した植生とする
○各地域特性ごとに求められる機能を満足する
○良好な道路景観を形成する

※基本方針を基に、浜田管内道路緑化整備計画検討会を実施
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５．その他の取組み事項

　①利用促進に向けた取組み

《浜田キャンペーン2008概要》

期間：H20.7.1～9.30
協賛：中国横断広島浜田自動車道利用促進同盟会
協力：大田市

内容：沿線観光施設の詳細案内による旅行誘発型パンフレットを配布し、
　　　アンケートに答えたお客様へ地元物産品プレゼント。

○沿線観光施設を詳細案内したパンフレットを配布し、利用促進に努めた。
○アンケート結果より、パンフレットによる誘発効果は約10％。
○キャンペーンによる地域情報発信の効果はあったと思われる。

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄによる誘発効果
（N=409）
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31%計画して
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望まない 望む

映画ロ
ケ地
8%

温泉
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中国地
方のお
祭り
12%

旬な味
覚
34%

その他
4%

資料：NEXCO西日本データ

地域情報発信の効果
（N=426）
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　①利用促進に向けた取組み

○ETC車両限定の周遊型フリーパス企画割引を実施。
○昨年より周遊エリアを拡大し、広域的な周遊ルートの形成を図った。
○周遊エリア内の観光施設、高速道路利用促進を図ることができた。

《ぶらり中国道・山陰路秋の週末フリーパス概要》

期間：H20.9.5～12.8の金・土・日・月・祝日の連続
　　　する3日間

内容：ETC車両限定で、固定の発着エリアから、周遊
　　　エリアの高速道路乗り放題
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帝
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峡

江津道路周辺
施設

フリーパスを利用して観光した施設

資料：NEXCO西日本データ

週末3日間週末2日間内容

軽・普通車軽・普通車対象車種

約2,500台約230台販売結果

JTB提携NEXCO単独ﾀｲｱｯﾌﾟ先

HP（NEXCO、JTB）

JTB店舗、関連施設

中国道拡大
米子道全線
浜田道全線
安来、江津道路全線

広島、岡山、阪神

3ヶ月（9～11月）

H20ﾌﾘｰﾊﾟｽ

HP（NEXCO）

支社、近隣料金所

中国道一部
米子道全線

広島

2ヶ月（10,11月）

H19ﾌﾘｰﾊﾟｽ

購入方法

周遊ｴﾘｱ

発着ｴﾘｱ

実施期間

周遊エリア

発着エリア

（広島）

発着エリア

（岡山）

発着エリア

（阪神）

江津道路

H19エリア
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６．評価結果及び対応方針（案）

①評価結果

○直接便益（時間短縮・経費減少・事故減少）を対象とした費用便益比は１．０である。

○対象区間の開通により、

　・事故災害発生時の代替路線の確保
　・主要観光施設へのアクセス向上
　・救急医療活動の支援
　など、さまざまな効果が発現している。

○地元では、

　・江津道路を活用した江津工業団地への企業誘致
　・江津中央拠点地区の整備
　・観光ネットワークの構築
　に取り組んでおり、山陰道早期整備への期待が高い。

②対応方針（案）

○山陰道の早期ネットワーク整備により、更なる整備効果が期待されることから、国への　
　働きかけなど整備効果が発揮できるよう努める。また引き続き管理コストの削減に努める
　とともに、地域との連携・協力による観光キャンペーン等の実施等による利用促進や高速
　道路利便増進事業等による交通量変動状況等を踏まえた料金水準を検討する。


